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第 1章

はじめに

このマニュアルでは、CO-Sprayの基本的な使い方や運用に役立つ情報をはじめ、システム設計のためのヒントに

なる情報を解説します。

CO-Sprayについての説明や、動作環境、インストールの方法については CO-Spray 5.0インストールマニュアル

をご覧ください。

https://docs.co-conv.jp/manual/5.0/CO-Spray/InstallManual/




7

第 2章

典型的な運用手順

2.1 ディスクを更新する

ディスクを更新して、新しいバージョンを作成する手順を説明します。

1. 雛型機を指定する

ディスク イメージの更新作業を実施する端末を「雛型機」と呼びます。CO-Spray では、更新対象の最新

バージョンで起動している端末の任意の 1台の端末で更新作業を実施できます。

更新対象のディスクの最新バージョンで起動します。

管理者でログオンして、CO-Sprayクライアントの手順に従い、CO-Spray.exeを起動します。
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新バージョンの作成準備をするの手順に沿って、ひな形機となるように設定します。

2. 雛型機で更新作業を行う

雛型機において、アプリケーションのインストール、環境の設定などを行い、端末に利用させるディスクイ

メージを更新します。この間、端末を再起動してもディスクイメージは復元されません。

3. ディスクイメージがサーバーに登録される

新バージョンを作成するの手順に沿って、新しいバージョンを作成します。

雛型機は自動的に再起動したあと、新バージョンの差分ディスクがサーバに転送されます。

転送には TCPを利用します。転送量は 100MByte～ 10GByte。最大 500～ 700Mbps程度となります。

4. ディスクイメージを配信する

ディスクのプロパティーや配信ポリシーの設定が

• 常に最新バージョンで起動させたい場合

• 最新バージョンは配信するが、起動するディスクは変更しない場合

のような設定になっているとき、作成したバージョンのディスクイメージの差分が各端末に転送されます。

転送のタイミング、転送レート、転送方式等については配信ポリシーで設定します。

端末において、「ディスク容量が足りない場合」「その他、CO-Sprayが必要と判断した場合」には古いディ

スクの削除処理やマージ処理を実行します。空き容量を確保できない場合は、次回起動時に管理 OSで実施

することがあります。

5. 端末側でディスクイメージのセットアップを行う

配信が完了したときに 常に最新バージョンで起動させたい場合 のような設定になっているとき、各端末

において受信したディスクイメージに対して端末の固有情報の登録などのセットアップが自動的に行われ

ます。

6. 新しいディスクイメージで端末が起動

常に最新バージョンで起動させたい場合のような設定になっている場合、各端末が再起動すると、新しい

バージョンのディスクイメージで起動します。

端末において、「ディスク容量が足りない場合」「その他、CO-Sprayが必要と判断した場合」には古いディ

スクの削除処理やマージ処理を実行します。空き容量を確保できない場合は、次回起動時に管理 OSで実施

することがあります。

新バージョン利用開始時が利用開始前に一度起動するに設定されている場合は、端末ごとのカスタマイズ

を実施したあと、自動的に再起動します。

8 第 2 章典型的な運用手順
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2.2 複数のバージョンをまとめてから配信する

複数の更新イメージを端末に配信する必要がある場合、サーバーからの配信前に更新イメージの内容を統合してお

くと、配信するディスクイメージのサイズを抑えることができます。

1. サーバーにおいて CO-Sprayコンソールを開始します。

2. 左側のツリーから配信対象のディスクを選択して、バージョン一覧を表示します。

3. 各端末が保有するバージョンと、配布するバージョンの間のバージョンを選択します。例えば、各端末が

バージョン 0を保有し、バージョン 1, 2, 3のディスクをまとめてから配布する場合には、バージョン 1と 2

を選択します。

4. メニューから [編集] > [削除]を選択します。または、Delキーを押します。

5.「バージョン○を削除しますか？」の確認に対して、[OK]を押します。

「成功しました」と表示されたことを確認して、[閉じる]を押します。

バージョン一覧から削除したバージョンが消えることを確認します。

バージョンの削除についての注意事項はバージョンの削除を参照してください。

2.3 最新バージョンのディスクイメージを削除する

[18-012] CO-Sprayで過去のバージョンに戻って、更新作業をやり直す手順に従ってください。

2.4 Active Directory ドメインに参加する

CO-Spray 5.0においては、端末を Active Directoryドメインに参加させたい場合、ドメインに参加したディスクイ

メージを配信することで実現します。

警告: CO-Sprayによるドメイン管理機能を利用すると、次のような制約がある点にご注意ください。

• ドメインのマシンアカウントを変更する他の製品 (Citrix Provisioning Servicesなど)と併用することは

できません。CO-Sprayと他製品で管理する端末が異なるのであれば、併用することは可能です。

• 全ての端末のマシンアカウントのパスワードが同一になるため、セキュリティー上のリスクが高まる

可能性があります。

2.2. 複数のバージョンをまとめてから配信する 9
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2.4.1 事前準備

CO-Sprayを導入したサーバーにおいて、一度だけ実行する処理です。

既に実施済みの場合はドメイン参加手順に進んでください。

StorageService.ini の設定

1. サーバー側の C:\Program Files\CO-CONV\CO-Spray\StorageService.iniを開きます。

2. serverセクションの ManageMachineAccountPasswordを 1に設定します。

3. serverセクションの MachineAccountPasswordに対して他で使用していないパスワードを設定します。

• この値はそれぞれの端末のマシンパスワードとして利用されます。

• この値は一度設定したあとは変更しないでください。変更すると、端末がドメイン環境を利用できなく

なります。

4. serverセクションの DomainNameに対して参加するドメインの FQDNドメイン名を設定します。

5. 設定ファイルを保存します。

設定例:

ManageMachineAccountPassword = 1

MachineAccountPassword = p@ssw0rd

DomainName = domain.local

マシンアカウント変更の無効化

グループポリシーにおいて、マシンアカウントが自動的に変更されないように設定します。

1. ドメイン管理する端末に対して適用されるグループポリシーのグループポリシーエディターを開きます。

2. コンピューターの構成 > Windowsの設定 >セキュリティの設定 >ローカルポリシー >セキュリティオプ

ションを開きます。

3.「ドメインメンバー: コンピューターアカウントパスワード: 定期的な変更を無効にする」を [有効]に設定
します。

2.4.2 ドメイン参加手順

この手順は、まだドメインに参加していないディスクイメージごとに実施します。

1. 最新のディスクイメージで起動して管理者でログオンします。

10 第 2 章典型的な運用手順
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CO-Sprayクライアントの手順に従い、CO-Spray.exeを起動します。新バージョンの作成準備をするの手

順に沿って、ひな形機となるように設定します。

2. ドメインに参加します。ドメイン参加後は一度再起動してください。

3. ドメインアカウントでログオンできることを確認します。

4. 管理者アカウントで再度ログオンして、管理者のコマンドプロンプトで次のコマンドを実行します:

D:\Program Files\CO-CONV\CO-Spray\SprayManage.exe SetMachinePassword p@ssw0rd

ただし、p@ssw0rdの部分はサーバー側の MachineAccountPassword で設定したものを指定します。この

作業により、端末内のレジストリー内のマシンアカウントが変更されます。

5. サーバー側において後述の Active Directory マシンアカウントの同期処理 を実施して、作業端末の Active

Directory上のマシンアカウントを更新します。

6. 端末を再起動して、ドメインアカウントでログオンできることを確認します。

7. 管理者アカウントで再度ログオンして、新バージョンを作成するの手順に沿って、新しいバージョンを作

成します。

8. 新しいバージョンを配信するときには、ディスクのプロパティーにおいて CO-Spray 1互換のドメイン参加

機能を利用しないに設定してください。

これ以後のディスクイメージの更新作業は、通常通り、ドメインに参加したままの状態で実施してください。特

別な処理は必要ありません。

2.4.3 Active Directory マシンアカウントの同期処理

マシンアカウントの同期処理を実施すると、CO-Spray で管理しているマシンアカウントのパスワードを Active

Directory上のマシンアカウントに対して設定します。この処理は次のような端末に対して実施してください。

ドメインに参加したイメージを利用する端末

ドメインに所属したディスクイメージを初めて利用する前に、一度だけ実施してください。それ以後は実施

する必要はありません。

ドメインに参加する作業を実施した雛形機

ドメインの参加により、Active Directory上のマシンアカウントパスワードが変更されてしまうため、この

作業を実施する必要があります。

「セキュアチャンネルの破損」エラーが発生した端末

何らかの理由により、Active Directory上のマシンアカウントパスワードが変更された場合には、この作業

によってマシンアカウントパスワードを再設定します。

実施手順は次のようになります。

2.4. Active Directory ドメインに参加する 11
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1. サーバー側でドメイン管理者でログオンして CO-Sprayコンソールを起動します。

2. グループまたはネットワークから端末一覧を表示します。

3. 作業対象の端末を選択して右クリックします (複数の端末を選択すると同時に実施できます)。

4. [Active Directoryコンピューターアカウントのパスワードのリセット]を選択します。

5. 確認メッセージに対して、[OK]を選択します。

2.5 既存のディスクイメージから新しいディスクを複製する

CO-Sprayで既存のディスクイメージを複製して、新しいディスクを作成したい場合には、既存のバージョンから

新しいディスクの作成の手順を実施してください。

2.6 端末ごとにディスクイメージをカスタマイズする

CO-Sprayで複数の端末に同一のディスクイメージを配信したあと、端末ごとに個別の設定を実施したいことがあ

ります。「復元なし」の環境であれば、端末のスタートアップスクリプトなどで実現することもできますが、「復元

あり」の環境では端末の Cドライブに対して書き込んだ内容は再起動すると破棄されてしまうため、起動するたび

にスタートアップスクリプトを実行する前の状態に巻き戻ってしまいます。

カスタマイズの例としては、次のような事例が報告されています。

• KMSサーバーに対して認証要求を実施する

• IPアドレスを固定する

• 端末ごとに参照するプリンターを変更する

端末ごとの設定をカスタマイズするには、CO-Spray コンソールにおいて、端末が利用する ディスクのプロパ

ティーのうち新バージョン利用開始時を利用開始前に一度起動するに設定してください。

詳しい手順は [17-021] CO-Sprayで端末ごとに個別の設定を行う方法をご覧ください。

12 第 2 章典型的な運用手順
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第 3章

配信

3.1 配信状況の確認方法

どのようなディスクが配信されているかどうかは、CO-Sprayコンソールの端末一覧において配信状況カラムで

確認できます。

状態を最新の状態に更新するには F5キーを押すか、メニューから [表示] > [更新]を選択してください。

3.2 配信ポリシーについて

配信ポリシーは、端末に対する配信処理の設定を管理します。配信ポリシーを管理する方法は、CO-Spray コン

ソールの配信ポリシーを参照してください。

配信ポリシーは、特定の端末に対して割り当てるのではなく、端末が利用する IPアドレスに対して割り当てます。

すなわち、同じ端末でも異なる IPアドレスをつかっているときには、異なる配信ポリシーを利用します。これに

より、「無線環境では配信しないが、有線に接続したときには配信する」といった構成をとることもできます。

3.2.1 端末が利用する配信ポリシーの決定方法

どの端末がどの配信ポリシーを利用するに所属するのかは、CO-Sprayコンソールで配信ポリシーを選択したと

きに、右側に表示される端末から確認できます。

配信ポリシーが適用される対象の IPアドレスは CO-Sprayコンソールの配信ポリシーのプロパティーの対象ア

ドレスで指定します。対象アドレスにはサブネットワークもしくは IPアドレスの範囲の 2種類があります。詳

しくは対象アドレスを参照してください。

端末が所属する配信ポリシーは厳密には次のように決定します。

1. 配信ポリシーが IPアドレスの範囲で指定された範囲に「端末の IPアドレス」が含まれるのであれば、端

末はそこに所属します。
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2. サブネットワーク で指定された配信ポリシーの範囲に「端末の IP アドレス」が含まれるのであれば、端

末はそこに所属します。複数の配信ポリシーがある場合は、含まれる端末台数が少ないほうに所属します

(255.255.255.0と 255.255.255.128がある場合、255.255.255.128を選ぶ)

3. 見つからない場合は「デフォルトの配信ポリシー」に所属します。

例えば、次のような配信ポリシーがあるものとします。

ネットワーク名 種類 値

A サブネットワーク 192.168.0.0/24

B サブネットワーク 192.168.0.0/25

C IPアドレスの範囲 192.168.0.10 - 192.168.0.12

(例) 192.168.0.129 の端末

Aにだけ含まれるので、Aに所属する

(例) 192.168.0.1 の端末

A, Bに含まれるが、Bのほうが範囲が狭いので、Bに所属する

(例) 192.168.0.11 の端末

A, B, Cに含まれるが、Cが「IPアドレスの範囲」なので、Cに所属する

3.2.2 実在するネットワーク

ブロードキャストまたはマルチキャストを利用するためには、ネットワークが実在するサブネットワークである必

要があるようになりました。

つまり、次のすべての条件を満たしている必要があります。

• 配信ポリシーの対象アドレスが「サブネットワーク」で指定されていること

•「対象アドレスのサブネットマスク」と「配信ポリシーが適用される対象の端末において、実際に使用して

いるサブネットマスク」が一致すること

これを満たさないネットワークでブロードキャストまたはマルチキャストを行う設定をすると、CO-Spray コン

ソールで対象のネットワークを選択したときに、ステータスバーに「実在するサブネットワークではないため、ブ

ロードキャストは利用できません」といった警告が表示されます。

例: 端末の IP アドレスが 192.168.0.101/24 とする

• 192.168.0.0/24のネットワークだけがあるとき、ブロードキャストまたはマルチキャストを利用できます

• 192.168.0.0/24 と 192.168.0.0/25 のネットワークがあるとき、端末は 192.168.0.0/25 に所属する。

192.168.0.0/25 は実在しないサブネットであるため、ブロードキャストまたはマルチキャストを利用す

14 第 3 章配信
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ることはできません。

3.3 配信方式について

配信ポリシーごとに、配信ポリシーのプロパティーの配信方式において、4種類の配信方式を選択できます。そ

れぞれの配信方式について説明します。

3.3.1 直接ユニキャスト

端末は CO-Sprayサーバーから直接ディスクイメージを受信します。

プロトコルは TCPを利用し、帯域やセッション数を制限できます。それぞれ配信ポリシーのプロパティーの配

信タブで指定します。

帯域 ユニキャスト通信 >転送速度

セッション数 ユニキャスト配信 >最大セッション数

各端末が CO-Sprayサーバーから直接ディスクイメージを受信するため、多数の端末が同時に接続すると、アップ

リンクや CO-Sprayサーバーに対して負荷が集中します。端末の数が多いときには、他の配信方式を利用すること

を検討してください (詳しくは配信方式の選択を参照ください)。

3.3.2 階層型ユニキャスト

各端末は同一セグメント内の代表端末から、ユニキャストによりディスクイメージを受信します。代表端末の決

定手順については、代表端末の決定フローを参照してください。

プロトコルは TCPを利用し、帯域やセッション数を制限できます。それぞれ配信ポリシーのプロパティーの配

信タブで指定します。

帯域 ユニキャスト通信 >転送速度

セッション数 ユニキャスト配信 >最大セッション数

ディスクイメージの転送が同一セグメント内に閉じるため、アップリンクおよび CO-Sprayサーバーへの負荷を減

らすことができます。ただし、「転送する台数×ディスクイメージのサイズ」分のデータを転送する必要があるた

め、台数が多いときにはブロードキャストやマルチキャストの利用を検討してください (詳しくは配信方式の選

択を参照ください)。
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3.3.3 ブロードキャスト

各端末は同一セグメント内の代表端末から、ブロードキャストによりディスクイメージを受信します。代表端末の

決定手順については、代表端末の決定フローを参照してください。ブロードキャストを指定された配信ポリシー

は実在するネットワークである必要があります。

UDPプロトコルを利用し、次のような特徴を持ちます。

• ブロードキャストを利用するため、同一サブネットワーク内の多数の端末に対して、同時に配信を実施でき

ます。

• 帯域制限ができます。

• データを圧縮して配信できるため、転送量および配信時間を削減できます。

• データの部分的な欠落に対応するために、配信するデータにパリティーをつけたり、再送回数を指定するこ

とができます。

• データの取りこぼしや欠落、途中での電源断などが生じた際には、一連の配信が終了したあとに、足りてい

ない領域の再送を要求します。

多くのパケットがネットワーク内に送信されることになるので、他の機器やネットワークに影響を与えないように

ネットワーク構成に十分注意してください。

パラメーターは配信ポリシーのプロパティーの配信タブで指定します。

帯域 ブロードキャスト配信・マルチキャスト配信 >転送速度

パリティーの量 ブロードキャスト配信・マルチキャスト配信 >エンコード方式

再送回数 ブロードキャスト配信・マルチキャスト配信 >再送回数

圧縮方式 ブロードキャスト配信・マルチキャスト配信 >圧縮

再送回数 ブロードキャスト配信・マルチキャスト配信 >再送回数

3.3.4 マルチキャスト

各端末は同一セグメント内の代表端末から、マルチキャストによりディスクイメージを受信します。代表端末の

決定手順については、代表端末の決定フローを参照してください。マルチキャストを指定された配信ポリシーは

実在するネットワークである必要があります。

UDPプロトコルを利用し、次のような特徴を持ちます。

• マルチキャストを利用するため、多数の端末に対して、同時に配信を実施できます。

• 帯域制限ができます。
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• データを圧縮して配信できるため、転送量および配信時間を削減できます。

• データの部分的な欠落に対応するために、配信するデータにパリティーをつけたり、再送回数を指定するこ

とができます。

• データの取りこぼしや欠落、途中での電源断などが生じた際には、一連の配信が終了したあとに、足りてい

ない領域の再送を要求します。

多くのパケットがネットワーク内に送信されることになるので、他の機器やネットワークに影響を与えないように

ネットワーク構成に十分注意してください。

パラメーターは配信ポリシーのプロパティーの配信タブで指定します。

帯域 ブロードキャスト配信・マルチキャスト配信 >転送速度

パリティーの量 ブロードキャスト配信・マルチキャスト配信 >エンコード方式

再送回数 ブロードキャスト配信・マルチキャスト配信 >再送回数

圧縮方式 ブロードキャスト配信・マルチキャスト配信 >圧縮

再送回数 ブロードキャスト配信・マルチキャスト配信 >再送回数

マルチキャストアドレス マルチキャスト配信 >マルチキャストアドレス

3.3.5 代表端末の決定フロー

「直接ユニキャスト」以外では、最初に代表端末に対してユニキャストでディスクイメージを配信したあと、代表

端末から残りの端末に対してそれぞれの方式で配信を実施します。

代表端末の決定から配信までの処理は次のような順番で実施されます。

1. 代表端末を選びます。

ディスク イメージの配信元となる端末を代表端末として選びます。代表端末は次のような流れで決定し

ます。

• 配信ポリシーのプロパティーで配信元が固定のときには、その端末を代表端末とします

• 配信ポリシーのプロパティーで配信元が自動で、同一サブネット内で配信対象のディスクを保有す

る端末がいる場合は、そのうちの 1台を代表端末とします。

• 配信ポリシーのプロパティーで配信元が自動で、同一サブネット内で配信対象のディスクを保有す

る端末がいない場合は、サブネット内の端末のうちの任意の 1台を代表端末とします。

2. 代表端末が配信ポリシー内の端末であり、代表端末が配信対象のディスクイメージを保有していない場合

は、代表端末は CO-Sprayサーバーからユニキャストでディスクイメージを受信します。

3.3. 配信方式について 17
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このとき、TCPを利用し、帯域については配信ポリシーのプロパティーの配信タブのユニキャスト通信

>転送速度で指定された値を利用します。

3. 指定された配信方式で配信処理を開始します。

階層型ユニキャスト:

配信ポリシーに所属するそれぞれの端末は、代表端末からユニキャストでディスクイメージを受信し

ます。

ブロードキャスト:

配信ポリシーに所属するそれぞれの端末は受信を待機し、代表端末はブロードキャストでディスクイ

メージを送信します。

マルチキャスト:

配信ポリシーに所属するそれぞれの端末は受信を待機し、代表端末はマルチキャストでディスクイメー

ジを送信します。

3.3.6 代表端末の固定方法

代表端末を固定すると、常に特定の端末からディスクイメージが配信されるようになります。設定手順は次の通

りです。

1. CO-Sprayコンソールを開く。

2. 配信ポリシーのプロパティーにおいて配信タブを開く。

3. 配信方式を直接ユニキャスト以外に設定します。

4. 配信元の横の [変更]ボタンを押して、配信元となる端末を [固定]から選び、[OK]ボタンを押します。

5. [OK]ボタンを押して配信ポリシーのプロパティーを閉じます。

代表端末と配信先が別のサブネットワークの場合の設定方法

代表端末と配信先の端末が別のサブネットワークに存在して、階層型ユニキャストで配信する場合には、少し設定

手順が複雑になります。

ここでは、代表端末が教卓機、受信する端末が学生機とします。教卓機用のイメージは A、一般端末用のイメージ

は Bとします。教卓機には十分なディスク容量があるものとします。

教卓機

端末グループのプロパティーにおいてディスク A、Bを追加します。

ディスク Aに対して [利用する]ボタンを押して、利用する設定にします。

ディスク B の ディスクのプロパティー において、すべてのバージョンを配信するために端末側で保持す
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るバージョン数を大きい数 (9999など)に設定します。端末で保持する最大容量を十分大きい値に設定し

ます。

学生機

所属する端末グループのプロパティーにおいてディスク Bを追加します。学生機が所属する配信ポリシー

において、配信方式を [階層型ユニキャスト]、配信元を教卓機の端末とします。

動作

1. ディスク Bの新しいバージョンが CO-Sprayサーバー上に作成される。

2. 教卓機が CO-Sprayサーバーから直接ユニキャストでディスクイメージを受信する。

3. 学生機は教卓機からディスクイメージを階層型ユニキャストで受信する (教卓機の電源が落ちていると

きには、学生機への配信処理は動作しない)。

3.3.7 配信方式の選択

次のような観点で、配信方式を選択してください。

• 端末がどのようなネットワーク接続の場所に配置されているか、

• サーバーと端末との間の通信品質はどの程度か、どの程度の帯域を消費してよいか、

• 端末どうしの間で通信を行えるか

おおよそ、次のような選択基準となります。

• 端末同士での通信を行えない→ユニキャスト配信

• 端末台数が非常に少ない（10台以下程度）→直接ユニキャスト

• 同時に多数の端末 (およそ 50台以上)が起動している時間帯が多く、かつ、ブロードキャストやマルチキャ

スト通信を利用できるネットワーク構成→ブロードキャストまたはマルチキャスト

• 上記のいずれにも合致しない→階層型ユニキャスト

3.4 配信するバージョンの計画

配信を実施するときには、端末がどのバージョンのディスクイメージを配信するかどうかを決定します。どのバー

ジョンを配信するかどうかに応じて、ディスクのプロパティーや配信ポリシーの設定を変更します。

以下ではいくつかの設定例を説明します。
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3.4.1 常に最新バージョンで起動させたい場合

端末が常に最新バージョンのディスクイメージで起動するように設定します。新しいバージョンが CO-Sprayサー

バーに追加されたらすぐに配信します。配信が完了した端末では、次に起動するときには新しいバージョンで起動

します。

項目 設定値

ディスクのプロパティー >バージョン (最新版)

ディスクのプロパティー >利用開始 次回起動時に利用開始する

配信ポリシー >配信タブ >端末にディスクを配信する 有効

3.4.2 最新バージョンは配信するが、起動するディスクは変更しない場合

端末が特定のバージョンのディスクイメージで起動するように設定します。新しいバージョンが CO-Sprayサー

バーに追加されたらすぐに配信しますが、配信が完了したとしても端末は現在利用中のバージョンを利用し続け

ます。

配信完了後、新しいバージョンを利用させたいときには起動するバージョンの計画の手順を実施してください。

項目 設定値

ディスクのプロパティー >バージョン (最新版)

ディスクのプロパティー >利用開始 利用しない

配信ポリシー >配信タブ >端末にディスクを配信する 有効

3.4.3 特定バージョンのディスクイメージのみを配信する

端末が特定のバージョンを保有していない場合には、そのバージョンのディスクイメージを配信します。新しい

バージョンが CO-Sprayサーバーに追加されても配信しません。

項目 設定値

ディスクのプロパティー >バージョン 特定のバージョン (配信または起動するバー

ジョン)

ディスクのプロパティー >利用開始 任意

配信ポリシー >配信タブ >端末にディスクを配信する 有効

3.4.4 配信しない場合

新しいバージョンも含め、すべての配信処理を一切実施しないときは次のように設定します。
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項目 設定値

配信ポリシー >配信タブ >端末にディスクを配信する 無効

3.5 起動するバージョンの計画

端末が特定のバージョンのディスクイメージを利用するように制限します。この機能により、一部の端末でだけ最

新バージョンを試す、その後に全端末で最新バージョンの利用を開始する、といった運用フローが実現できます。

端末が起動するバージョンは CO-Spray コンソール の バージョン で指定します。端末のプロパティー、端末グ

ループのプロパティー、ディスクのプロパティーのいずれでも指定できますが、複数の個所で指定されている場

合にはディスクのプロパティーの優先順位に従います。

以下にいくつかの設定例を説明します。

3.5.1 次回起動時に指定したバージョンで起動する

端末がバージョンで指定されたバージョンで起動していないならば、次に起動するときにバージョンのディスク

イメージで起動します。起動していない端末の場合は、一度電源起動したあと、その次の起動時にバージョンの

ディスクイメージで起動します。

項目 設定値

ディスクのプロパティー >バージョン 特定のバージョン

ディスクのプロパティー >利用開始 次回起動時に利用開始する

3.5.2 すぐに再起動して指定したバージョンで起動する

端末がバージョンで指定されたバージョンで起動していないならば、直ちに再起動して、バージョンのディスク

イメージで起動します。起動していない端末の場合は、一度電源起動したあと、サーバーと通信した時点で再起動

して、バージョンのディスクイメージで起動します。

項目 設定値

ディスクのプロパティー >バージョン 特定のバージョン

ディスクのプロパティー >利用開始 強制的に再起動して利用開始する
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CO-Spray コンソール

サーバー側でスタートメニューから [CO-Spray コンソール] を選択する (または、C:\Program

Files\CO-CONV\CO-Spray\SprayConsole.exeを実行する)と、CO-Sprayのコンソールが起動します。

4.1 画面説明

画面の左側にツリービュー、右側にリストビューが表示された 2ペインの画面構成になっています。以下では、そ
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れぞれのビューに表示される項目について説明します。

4.1.1 ツリービュー

コンソール画面の左側には、「グループ」「ディスク」「配信ポリシー」の項目がツリー上に表示されています。そ

れぞれの子要素には、登録されている「端末グループ」「ディスク」「配信ポリシー」が表示されます。

端末グループ

CO-Sprayを利用する端末はいずれかの端末グループの 1つに属します。いずれの端末グループにも割り当

てられていない端末は「(未設定のグループ)」に割り当てられます。

1つの端末グループに属する端末に対して割り当てられるディスクの種類は、すべて同じ構成となります。

(ディスクの設定は、端末ごとに変えることもできます)

ディスク

CO-Sprayで利用するディスクが並びます。それぞれのディスクに関する基本的な設定を行います。

ディスクの新規登録は、ファイルメニューから行います。ディスクの削除は、そのディスクをエクスプロー

ラーで削除してください。

配信ポリシー

CO-Sprayでの配信処理の設定を管理します。

通常は、サブネットワークごとに配信ポリシーを作成します。配信ポリシーごとに配信を行う・行わないと

いった設定を変えられます。

4.1.2 リストビュー

ツリービューで選択された要素に所属する要素の一覧が表示されます。ツリービューで選択した項目に応じて、リ

ストビューに何が表示されるのかを次の表で説明します。

ツリービュー リストビューに表示される情報

グループ 端末グループの一覧が表示されます。

個別の端末グループ 端末グループに所属する端末の情報が表示されます。詳しくは端末一覧を参照

してください。

ディスク ディスクの一覧が表示されます。

個別のディスク 選択されたディスクのバージョン一覧が表示されます。詳しくはバージョン一

覧を参照してください。

配信ポリシー 配信ポリシーの一覧が表示されます。

個別の配信ポリシー 配信ポリシーが適用される端末の一覧が表示されます。詳しくは端末一覧を参

照してください。
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4.1.3 メニュー

メニュー 説明

[ファイル] > [新規端末作成] 新しい端末を作成します。詳しくは端末の追加を参照してく

ださい。

[ファイル] > [新規グループ作成] 新しい端末グループを作成します。詳しくは 端末グループの

追加を参照してください。

[ファイル] > [新規配信ポリシー作成] 新しい配信ポリシーを作成します。詳しくは 配信ポリシーの

作成を参照してください。

[ファイル] > [端末のインポート] 複数の端末を同時に登録します。詳しくは 端末のインポート

を参照してください。

[ファイル] > [ディスクのインポート] VHD / VHDX ファイルを CO-Spray にインポートします。

ディスクのインポートを参照してください。

[ファイル] > [終了] CO-Sprayコンソールを終了します。

[編集] > [削除] 選択された「端末グループ」「端末」「バージョン」「配信ポリ

シー」を削除します。詳しくは 端末グループの削除、端末の

削除、バージョンの削除、配信ポリシーの削除 を参照してく

ださい。

[編集] > [すべて選択] リストビューに表示されたすべての要素を選択します。

[表示] > [更新] 表示している情報を最新状態に更新します。

[表示] > [プロパティー] 選択している要素の情報を表示・編集します。詳しくは 端末

グループのプロパティー、端末のプロパティー、バージョンの

プロパティー、ディスクのプロパティー、配信ポリシーのプロ

パティーを参照してください。

[ツール] > [ライセンス情報] ライセンスの情報を表示します。

[ヘルプ] > [バージョン情報] バージョン情報を表示します。

4.2 端末グループ

CO-Sprayを利用する端末はいずれかの端末グループの 1つに属します。いずれの端末グループにも所属しない

端末は (未設定のグループ)に所属します。

端末グループには、複数のディスクを割り当てられます。割り当てたディスクは端末に対して自動的に配信され

ます。

端末グループ内の端末は、すべて同じディスクが割り当てられます。(ディスクの設定は、端末ごとに変えること

もできます)
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4.2.1 端末グループの追加

メニューから [ファイル] > [新規グループ作成]を選択すると、新しい端末グループを作成できます。

作成したグループの設定を編集するには、端末グループのプロパティーを利用します。

4.2.2 端末グループの削除

ツリービューで端末を選択して、Delキーを押すか、メニューから [編集] > [削除]を選ぶと、端末グループを削除
できます。

ただし、端末グループ内に端末が存在していると削除できません。事前に端末を別のグループに移動させるか、端

末を削除してから、端末グループを削除してください。

4.2.3 端末グループのプロパティー

端末グループを選択して、メニューから [表示] > [プロパティー]を選択すると、端末グループのプロパティーが表
示されます。
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端末グループのプロパティーではグループ名とグループ内の端末が利用するディスクの設定を確認および変更で

きます (ただし、(未設定のグループ)では設定を変更できません)。

変更を行ったあと、プロパティーの [OK] ボタンを押すと設定結果は反映されます。[キャンセル] ボタンを押す
と、設定内容は破棄されます。

それぞれの設定項目について以下に詳しく説明します。
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グループ名

端末グループの名前です。管理に便利な名前を指定してください。

グループ内の端末が利用するディスク

端末グループに所属する端末において、どのディスクを利用するかどうかが表示されています。

カラム名 説明

利用 端末がどのディスクで起動するかどうかを表します。

名前 ディスクの名前を表します。

設定 ディスクの配信・利用設定の概要が表示されます。バージョン、復元モー

ドの情報が表示されます。

ディスクの情報を変更するには、右側にあるボタンを利用します。

[追加] ボタン 利用するディスクを追加します。CO-Sprayに登録されているディスクから 1つを選択して

[OK]ボタンを押すと追加が完了します。

[削除] ボタン 選択されたディスクを一覧から削除します。配信済みのディスクを削除した場合には、端末

内のディスクイメージは自動的に削除されます。

[設定] ボタン 「端末内に何世代分のディスクを保持するか」「どのバージョンを利用するか」「復元機能

を利用するか」などの利用ポリシーを設定します。詳しくはディスクのプロパティーを参照してくだ

さい。

[利用する] ボタン 複数のディスクが登録されているときに、端末がどのディスクで起動するかどうかを指

定します。利用するディスクを選択してボタンを押すと、選択したディスクの [利用]カラムに〇が表
示されます。

4.3 端末

CO-Sprayで管理している端末は、いずれかの端末グループに所属します。未登録の端末が CO-Sprayサーバーに

接続してきたときには、端末は (未設定のグループ)に所属します。

4.3.1 端末一覧

ツリービューで個別の 端末グループ を選択すると、右側のリストビューに所属する端末の一覧が表示されます。

また、個別の 配信ポリシー を選択すると、右側のリストビューにポリシーが適用される端末の一覧が表示され

ます。
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F5キーを押すか、メニューから [表示] > [更新]を選択すると、最新の情報に更新します。

端末一覧で表示されているカラムは次の通りです。

カラム

カラム名 説明

名前 端末のホスト名。左側のアイコンについては、アイコンを参照してください。

現在のディスク 起動中のディスク名・バージョン番号。CO-Sprayのディスクで起動したときに

最新状態に更新されます。

保有するディスク 端末内に保存されているディスクおよびバージョン番号。一部分しか保有して

いない場合は、その割合も表示します。

配信状況 配信を実施している場合には、どのような方式でどの程度まで処理が完了した

かが表示されます。

空き容量 端末の内蔵ディスクの空き容量。

IPアドレス 端末の IPアドレス。

バージョン 端末内の SprayLibrary.dllのバージョン番号。

アイコン

端末名の左側のアイコンは次のような状態を表します。

画面の色 水色の端末は電源起動中、灰色の端末はシャットダウン状態を表します。端末が電源起動してい

るかどうかは、CO-Sprayクライアントから通信があるかどうかで判断しています。

右上の赤い四角 端末が雛形機のときには、アイコンの右上に赤い四角が表示されます。

右上の青い四角 端末がディスクの設定を個別に指定されているときには、アイコンの右上に青い四角が表

示されます。雛形機のときには、赤いアイコンの表示が優先されます。

コンテキストメニュー

端末を右クリックすると、次のようなメニューが表示されます。
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メニュー 説明

[プロパティー] 選択した端末のプロパティーを表示します。詳しくは端末のプロパティーを参

照してください。

[起動] 選択した端末を起動します。詳しくは端末の起動を参照してください。

[Active Directory コ ン ピ

ューター アカウントのパス

ワードリセット]

選択した端末の Active Directory コンピューター アカウントのパスワードを初

期化します。StorageService.iniにおいてManageMachineAccountPasswordが有

効に設定されているときだけ表示されます。詳しくは Active Directoryマシンア

カウントの同期処理をご覧ください。

[削除] 選択した端末を削除します。詳しくは端末の削除を参照してください。

4.3.2 端末の追加

あらかじめ端末を CO-Sprayコンソール上に登録するには、メニューから [ファイル] > [新規端末作成]を選択する
か、ツリー上の個別の端末グループを右クリックして [新しい端末の作成]を選択します。

設定できる項目は次の通りです。

端末名 (必須)

端末のホスト名を指定します。既存の端末と重複する名前を指定することはできません。(大文字・小文字

は区別されません)

MAC アドレス (省略可)

端末のMACアドレスを指定します。MACアドレスは初期デプロイ時および端末の起動に利用します。

[OK]ボタンを押すと、端末が作成されます。

4.3.3 端末の削除

利用しなくなった端末の情報は削除できます。

端末一覧から端末を選択して、Delキーを押すか、メニューから [編集] > [削除]を選択します。複数の端末を選
択すると、同時に複数の端末を削除できます。

メモ: 端末の削除は、存在しなくなった端末に対してのみ実施してください。端末がまだ存在している場合には、
端末がサーバーに接続してきた段階で (未設定のグループ)に自動的に端末が登録されます。

4.3.4 端末のインポート

メニューから [ファイル] > [端末のインポート]を選択すると、端末のインポート画面が表示されます。
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この機能を利用すると、複数の端末の情報をまとめて CO-Sprayコンソールに登録できます。

[パス] インポートする端末の情報を記述した CSVファイルのパスを指定します。

• CSVファイルは端末名とMACアドレスをカンマで区切って記述します。

• MACアドレスは省略できます。

• 先頭が #で始まる行は無視されます。

CSVファイルの例:

# コメント行

PC0001,00:99:27:AA:BB:CC

PC0002,00:99:27:DD:EE:FF

PC0003,

[参照] ボタン ファイルの選択ダイアログを表示して CSVファイルのパスを指定します。

[インポート] ボタン 端末の情報をインポートします。

[キャンセル] ボタン インポート処理は実施しません。

4.3.5 端末の起動

リストビューから端末を選択して、右クリックから [起動]を選択すると端末を起動します。複数の端末を選択す
ると、同時に複数の端末を起動できます。
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端末の起動は、ディレクティッドブロードキャストでWake on LANパケットを UDPで 9番ポートに対して送信

することで実現しています。

次のようなケースに該当する場合は、端末の起動に失敗します。

• 端末が CO-Sprayサーバーに一度も接続していない (端末の IPアドレスとサブネットマスクが不明なため)

• ネットワークの設定によりディレクティッドブロードキャストが無効に設定されている

• 端末の電源が強制的に切断された

• BIOSの設定などにより、Wake on LANが無効に設定されている

4.3.6 端末のプロパティー

リストビューから端末をダブルクリックするか、メニューから [表示] > [プロパティー]を選択すると、端末のプロ
パティーが表示されます。

変更を行ったあと、プロパティーの [OK]ボタンを押すと設定結果は反映されます。[キャンセル]ボタンを押すと、

設定内容は破棄されます。
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全般タブ

端末名、端末の状態が表示されます。端末名はあとから変更することはできません。
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ディスク タブ

端末に対して割り当てられているディスクの情報が表示されます。

[グループのディスク設定を利用する]

チェックされているときには、所属する端末グループのディスクの設定をそのまま利用します。

チェックされていないときには、[変更]ボタンや [利用する]ボタンを押して、ディスクの設定を端末ごとに
変更することができます。[変更]ボタンを押したときの設定内容については、ディスクのプロパティーを
ご覧ください。
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チェックされていない端末は、端末一覧のアイコンで右上に青い四角マークが表示されます。

雛形かどうか

一番下には端末が雛形機になっているかどうかが表示されます。[変更]リンクを押すと、端末を雛形機に設
定したり、雛形機から解除したりできます。

デプロイ タブ

初期デプロイ時のホスト名の自動設定機能に関する情報が表示されます。
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表示されるメッセージは StorageService.iniの DeployForceEnterHostNameと DeployUseUuidの値によって変わり

ます。

メモ: CO-Spray 5.0.2以前では、端末 UUIDを利用できないため、MACアドレスのみが表示されます。

4.4 ディスク

4.4.1 バージョン一覧

ツリービューで個別のディスクを選択すると、右側のリストビューにバージョン一覧が表示されます。

F5キーを押すか、メニューから [表示] > [更新]を選択すると、最新の情報に更新します。

カラム

バージョン一覧で表示されているカラムは次の通りです。

カラム名 説明

バージョン ディスクのバージョン番号。

更新日時 バージョンのディスクを最後に更新した日時。

サイズ バージョンでの変更量。

コンテキストメニュー

バージョンを右クリックすると、次のようなメニューが表示されます。

メニュー 説明

[プロパティー] 選択したバージョンのプロパティーを表示します。詳しくはバージョンのプロ

パティーを参照してください。

[新しいディスクを作成] 選択したバージョンから新しいディスクを作成します。詳しくは 既存のバー

ジョンから新しいディスクの作成を参照してください。

[削除] 選択したバージョンを削除します。詳しくはバージョンの削除を参照してくだ

さい。
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4.4.2 バージョンのプロパティー

バージョン一覧でバージョンをダブルクリックするか、メニューから [表示] > [プロパティー]を選択すると、バー
ジョンのプロパティーが表示されます。

バージョンのプロパティーでは、バージョン一覧で表示されている内容に加えて、次の内容が表示されます。

名前 新しいバージョンを作成するときに入力した名前。

説明 新しいバージョンを作成するときに入力した説明。

名前と説明を変更したあとで、[OK]ボタンを押すと、変更結果が反映されます。[キャンセル]ボタンを押すと、
変更結果は破棄されます。

Tips: 名前と説明には、そのバージョンでどういう更新作業を行ったかを記録しておくと、あとからバージョン
履歴を確認するときに便利です。

4.4.3 バージョンの削除

利用しなくなったバージョンのディスクイメージを削除します。

作業手順は次のようになります。

1. バージョン一覧からバージョンを選択して、Delキーを押すか、メニューから [編集] > [削除]を選択しま
す。複数のバージョンを選択すると、同時に複数のバージョンを削除できます。

2.「バージョン○を削除しますか？」の確認に対して、[OK]を押します。

3.「成功しました」と表示されたことを確認して、[閉じる]を押します。バージョン一覧から削除したバージョ
ンが消えることを確認します。

メモ: この処理ではサーバー上のディスクイメージを直接書き換えします。削除対象のバージョンの情報を保持し
続けたい場合は、削除するバージョンのディスクイメージを事前にバックアップしておいてください。ディスクイ

メージは、サーバー上のディスクを設置したフォルダーのディスク名\ディスク名.バージョン番号.vhdxにあ

ります。

削除するバージョンを保有する端末がいても、この処理を実施することは可能です。

本機能は次のような目的に利用いただけます。

中間バージョンを削除して配信時間を短縮する

中間バージョンを削除すると、新しい端末に対する配信時間を短くすることができます。詳しくは複数の
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バージョンをまとめてから配信するを参照してください。

最新バージョンを破棄する

一度作成したバージョンのディスク イメージに問題が見つかったときに削除します。最新バージョンを

削除する場合は [18-012] CO-Spray で過去のバージョンに戻って、更新作業をやり直す手順 に従ってくだ

さい。

4.4.4 既存のバージョンから新しいディスクの作成

バージョン一覧でバージョンを右クリックして、メニューから [新しいディスクを作成]を選択すると、指定した
バージョンから新しいディスクを作成します。

新しいディスクの名前を入力して [OK]ボタンを押すと、新しいディスクの作成処理が実施されます。ディスクイ
メージのコピーが実施されるため、処理の完了までには長い時間を要します。

4.4.5 ディスクのインポート

メニューから [ファイル] > [ディスクのインポート]を選択すると、ディスクのインポート画面が表示されます。

この画面では、システムイメージバックアップを利用して作成した vhdxファイルを CO-Sprayで利用できるよう

にします。

[パス] 共有フォルダに出力された vhdxファイルのうち、C:ドライブに相当するサイズの vhdxファイル

のパスを入力します。
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Tips: vhdxファイルが DiskDir の中に存在する場合はエラーになります。その場合は別のフォルダー

(C:\tmpなど)に移動してから作業してください。

[系列名] ディスクの系列名 (名前)を入力します。

[インポート方法] [移動] を選択すると、[パス] で指定した vhdx ファイルを CO-Spray のディスク置き場

に移動します。[コピー]を選択すると、[パス]で指定した vhdxファイルを CO-Sprayのディスク置き

場にコピーします。vhdxファイルが同一ドライブにあるときは [移動]を選択すると、短時間で作業が
完了します。

[インポート] インポート処理を開始します。

[キャンセル] インポート処理を行いません。

4.4.6 ディスクのプロパティー

ツリービューで個別のディスクを選択して、メニューから [表示] > [プロパティー]を選択すると、ディスクのプ
ロパティーが表示されます。
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変更を行ったあと、プロパティーの [OK] ボタンを押すと設定結果は反映されます。[キャンセル] ボタンを押す
と、設定内容は破棄されます。
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ディスクのプロパティーの優先順位

ディスクのプロパティーの設定内容は、ディスクを利用する端末の挙動に影響します。ただし、端末が所属する

端末グループのプロパティーおよび端末のプロパティーで設定内容を上書きすることができます。すべてが設定

されていた場合、端末のプロパティーの設定値が優先されます。

たとえば、端末 PC0001がグループ Aに所属しており、グループ AではディスクWin10を利用しているものと
します。このとき、最終的に端末が利用する設定値は次のように決定されます。

• ディスクWin10のプロパティーでバージョンが 9、

グループ Aのプロパティーでバージョンが (未定義)、

端末 PC0001のプロパティーでバージョンが (未定義)のときには、

端末はバージョン 9 (ディスクの設定値)を利用します。

• ディスクWin10のプロパティーでバージョンが 9、

グループ Aのプロパティーでバージョンが 10、

端末 PC0001のプロパティーでバージョンが (未定義)のときには、

端末はバージョン 10 (グループの設定値)を利用します。

• ディスクWin10のプロパティーでバージョンが 9、

グループ Aのプロパティーでバージョンが (未定義)、

端末 PC0001のプロパティーでバージョンが 11のときには、

端末はバージョン 11 (端末の設定値)を利用します。

• ディスクWin10のプロパティーでバージョンが 9、

グループ Aのプロパティーでバージョンが 10、

端末 PC0001のプロパティーでバージョンが 11のときには、

端末はバージョン 11 (端末の設定値)を利用します。

端末で保持する最大容量

端末側において、ディスクイメージに対して割り当てる容量を指定します。

ディスクイメージの論理サイズの 2倍以上を指定する必要があります。端末の空き容量より大きい値が設定され

た場合は、空き容量のすべてをディスクイメージ用として利用します。

書き込みキャッシュの容量

端末において、書き込みキャッシュのために確保する容量を指定します。

ディスクイメージの論理サイズの半分以上の値を設定することを推奨します。最大値は論理サイズの容量です。
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端末側で保持するバージョン数

端末側において、ディスクイメージのバージョンをいくつ保持するかを指定します。

端末上のバージョン数が [バージョンの最大数]を上回ると、[マージ後のバージョン数]になるまでマージ
されます。

バージョン

どのバージョンで起動するかを指定します。端末がここで指定されたバージョンのディスクイメージを保有して

おらず、配信が有効に設定されている場合には、指定されたバージョンのディスクイメージが自動的に配信され

ます。端末が指定されたバージョンのディスクイメージを保有している場合、利用開始の設定に応じてどういう

挙動になるかが決定されます。

最新版に設定している場合、最新のバージョンが作成された時点で、最新のディスクイメージの配信を行おうと

します。

設定例は配信するバージョンの計画や起動するバージョンの計画をご覧ください。

新バージョン利用開始時

端末が、今までと異なるバージョンのディスク イメージで起動するときに、どのような挙動になるかを指定し

ます。

すぐに利用開始するに設定した場合、新しいバージョンのディスクイメージを次回起動時に利用します。起動時

に「デバイスの準備をしています」という表示で時間がかかる場合は、利用開始前に一度起動するを選択すること

をお勧めします。

利用開始前に一度起動するに設定した場合、次回起動時に端末ごとのカスタマイズを実施した後、自動的に再起動

します。この間、利用者は端末を利用できません。復元する場合は、カスタマイズ実施後の状態に対して復元しま

す。カスタマイズ処理の詳細については端末ごとにディスクイメージをカスタマイズするを参照してください。

利用開始

バージョンで指定されたバージョンを保有する端末 (配信された端末を含む)が、どのような挙動になるかを指定

します。

次回起動時に利用開始する に設定した場合、端末が バージョン で指定されたバージョンで起動していないなら

ば、次に起動するときにバージョンのディスクイメージで起動します。起動していない端末の場合は、一度電源

起動したあと、その次の起動時にバージョンのディスクイメージで起動します。

強制的に再起動して利用開始するに設定した場合、端末がバージョンで指定されたバージョンで起動していない

ならば、直ちに再起動して、バージョンのディスクイメージで起動します。起動していない端末の場合は、一度電

源起動したあと、サーバーと通信した時点で再起動して、バージョンのディスクイメージで起動します。
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利用しないに設定した場合、現在起動中のバージョンをそのまま利用し続けます。

設定例は配信するバージョンの計画や起動するバージョンの計画をご覧ください。

復元モード

復元するに設定した場合、端末は復元モードで動作します。再起動すると、C:ドライブに対して変更した内容は

自動的に復元されます。

復元しないに設定した場合、端末は非復元モードで動作します。再起動しても C:ドライブに対して変更した内容

は維持されます。

CO-Spray 1 互換のドメイン参加機能

基本的には利用しないに設定してください。

CO-Spray 1でドメイン参加していたバージョンを利用するときには利用するに設定して、次のように設定してく

ださい。

• 新バージョン利用開始時を利用開始前に一度起動するに設定します。

• serverセクションの DomainNameに対して参加するドメインの FQDNドメイン名を設定します。

• CO-Sprayストレージサービスを実行するユーザーをドメインの Domain Admins権限を保有するユーザー

に設定します (サービスのプロパティーにおいて、ログオンタブのアカウントを設定して、サービスを再

起動する)。

4.5 配信ポリシー

配信ポリシーでは、端末に対する配信処理の設定を管理します。設定の対象となる端末は IPアドレスの範囲で指

定します。ツリービューで配信ポリシーを選択すると、対象となる端末一覧がリストビューに表示されます。

配信ポリシーについての詳細は配信ポリシーについてを参照してください。

4.5.1 配信ポリシーの作成

メニューから [ファイル] > [新規配信ポリシー作成]を選択すると、新しい配信ポリシーを作成できます。

作成するときに入力する設定項目については、配信ポリシーのプロパティーを参照してください。
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4.5.2 配信ポリシーの削除

ツリービューで配信ポリシーを選択した状態で、Delキーを押すか、メニューから [編集] > [削除]を選ぶと、配信
ポリシーを削除できます。

デフォルトの配信ポリシーは削除できません。

4.5.3 配信ポリシーのプロパティー

ツリービューで個別の配信ポリシーを選択して、メニューから [表示] > [プロパティー]を選択すると、配信ポリ
シーのプロパティーが表示されます。

変更を行ったあと、プロパティーの [OK] ボタンを押すと設定結果は反映されます。[キャンセル] ボタンを押す
と、設定内容は破棄されます。
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全般タブ

名前

配信ポリシーの名前を指定します。他の配信ポリシーと重複する名前を指定することはできません。
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対象アドレス

適用対象となる IPアドレスをサブネットマスクで指定するもしくは IPアドレスの範囲で指定するのいずれかで
指定します。[変更]ボタンを押すと、対象を変更できます。

メモ: サブネットマスクの範囲はネットワークアドレスとサブネットマスクで指定します。

• ネットワークアドレスとサブネットマスクの両方が同じ値の配信ポリシーがすでに登録されている場合、

登録はできません。一方もしくは両方が異なる場合は登録できます。

• ネットワークアドレスとサブネットマスクで指定したサブネットワークが、実際にネットワーク環境に

存在している必要性はありません。

IPアドレスの範囲は、他の「IPアドレスの範囲」のネットワークと重複した範囲を登録することはできません。

ただし、サブネットマスクで指定した IPアドレスの範囲と重複するものは登録できます。

IPアドレスの範囲とサブネットマスクが重複していた場合、IPアドレスの範囲が優先されます。詳しくは端末
が利用する配信ポリシーの決定方法をご覧ください。

通信間隔

端末がサーバーに対して通信する間隔を指定します。デフォルト値は 60秒となります。
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配信タブ

端末にディスクを配信する

配信処理を実施するかどうかを指定します。配信ポリシーを右クリックして、メニューから配信を有効にするま

たは配信を無効にするを選択することで、その場で切り替えることもできます。
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配信方式

直接ユニキャスト・階層型ユニキャスト・ブロードキャスト・マルチキャストのいずれかから指定します。

詳しくは配信方式についてをご覧ください。

配信元

配信方式が直接ユニキャストのときには CO-Sprayサーバーとなります。それ以外の配信方式のときは、自動選
択または特定の端末を指定します。

自動選択のときには、配信ポリシー内で電源起動している端末から自動で配信元を選択します。配信対象のディ

スクを保有する端末が存在する場合には、その端末を優先します。ディスクを保有する端末がいない場合は、配信

ポリシー内の端末をランダムで選択して、対象の端末に CO-Spray サーバーから直接ディスクイメージを配信し

ます。

特定の端末を指定したときには、指定した端末の電源が入っていないときや、配信対象のディスクイメージを保有

していないときには、配信処理は実行されません。ブロードキャスト・マルチキャストでは必ず同一サブネット内

の端末を指定してください。

ユニキャスト配信 > 最大セッション数

ユニキャストで配信するときの、同時に接続する最大の端末数を指定します。

ユニキャスト通信 > 転送速度

ユニキャストで配信するときの、1台あたりの転送速度を指定します。例えば、最大セッション数が 5で転送速度

が 100Mbpsのとき、最大で 500Mbps前後の帯域を利用します。

端末の起動中に、バックグラウンドで配信を行うのが基本となるため、端末の利用の妨げとならないよう上限速度

を適切に設定してください。

有線の場合 (SSD) 300000～ 400000 (300Mbps～ 400Mbps)が目安

有線の場合 (HDD) 150000～ 250000 (150Mbps～ 250Mbps)が目安

無線の場合 1000～ 3000 (1Mbps～ 3Mbps)が目安

平均的にはここで設定された速度となるように調整されますが、一時的には設定された速度を超える場合もあり

ます。
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ブロードキャスト配信・マルチキャスト配信 > 転送速度

配信時の転送速度を指定します。ブロードキャストやマルチキャストを用いる場合には、遅い端末の性能に合わせ

る必要があります。100Mbps接続の端末が同一のネットワークに混在すると、転送が全体的に遅くなることがあ

ります。

有線の場合 50000～ 80000 (50Mbps～ 80Mbps)が目安

無線の場合 1000～ 3000 (1Mbps～ 3Mbps)が目安

平均的にはここで設定された速度となるように調整されますが、一時的には設定された速度を超える場合もあり

ます。

ブロードキャスト配信・マルチキャスト配信 > エンコード方式

転送に用いるパケットのロスが多いときには、パリティーの多い方式を選択する方が良い結果になるケースが多く

なります。

次のいずれかから選択します。

4D パリティーを利用せずに送信します。欠損があったときには、次の配信時に欠損した部分を補充し

ます。

4D+1P 4つのデータパケットに対して、1つのパリティーパケットを付与します。送信するデータ量は

1.25倍になりますが、そのうちの 1つが欠損しても復元できます。

4D+4P 4つのデータパケットに対して、4つのパリティーパケットを付与します。送信するデータ量は

2倍になりますが、そのうちの 3つが欠損しても復元できます。

ブロードキャスト配信・マルチキャスト配信 > 圧縮

データ転送時に圧縮しながら転送するかどうかを指定します。ただし、圧縮機能を利用すると、圧縮にも伸張にも

CPU時間を消費するため、配信元にも受信側にも CPU負荷がかかります。

次のいずれかから選択します。

圧縮なし 圧縮しません。データ量は減りませんが、CPU消費量は抑えられます。

ZIP 圧縮率は高いですが、CPU負荷が高めです。

ランレングス (連長) 圧縮 圧縮率は小さいですが、アルゴリズムが単純であるため CPU負荷は低めです。

ブロードキャスト配信・マルチキャスト配信 > 再送回数

同じ内容を複数回配送することで、データを確実に配信しようと試みます。無線でパケットロスが発生しやすい環

境にて、冗長化のために再送する回数を指定します。
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たとえば、2に設定すると、転送量が 2倍になるため、配信時間も 2倍になります。

(目安)有線の場合: 0　無線の場合: 1～ 3

マルチキャスト配信 > マルチキャストアドレス

マルチキャスト配信に利用するグループを決定するためのマルチキャストアドレスを指定します。
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StorageService.ini

5.1 概要

StorageService.iniは CO-Sprayサーバーの動作に影響を与える設定ファイルです。

基本的に、このファイルは初期設定時にのみ編集を行い、それ以後は変更することはありません。

初期設定は次の通りです。

1 [license]

2 # ライセンスサーバーのホスト名または IP アドレス

3 server =

4

5 # ライセンスサーバーのポート番号

6 port = 49168

7

8

9 [server]

10 # vhd ファイルを設置するディレクトリー

11 # 絶対パスで指定します

12 DiskDir = C:\Disks

13

14 # 制御サーバーがサービスを提供する IP アドレス

15 # 未指定の場合は、すべての IP アドレスでサービスを提供します。

16 # IP アドレスを指定すると、指定された IP アドレスでのみサービス

17 # を提供します。

18 ControlServerEndPoint =

19

20 # 制御サーバーのポート番号

21 ControlServerPort = 18548

22

23 # 初期デプロイ時のホスト名の自動設定機能を有効にするかどうか

24 # (1: 無効にする、0: 有効にする)

25 #

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

26 # 有効なときには、ホスト名の解決方法を DeployUseUuid で指定します。

27 DeployForceEnterHostName = 0

28

29 # 初期デプロイ時のホスト名の解決に端末 UUID を利用するかどうか

30 # (1: 端末 UUID を利用する、0: MAC アドレスを利用する)

31 DeployUseUuid = 0

32

33 # マシンアカウントのパスワードを CO-Spray で管理する機能

34 # (1: 有効、0: 無効)

35 #

36 # 有効に設定すると、Active Directory のマシンアカウントのパスワードを

37 # CO-Spray で管理するようになります。その場合、次のような利点があります。

38 #

39 # * Active Directory に参加したままのディスクイメージを配信できる

40 # * Active Directory に参加したイメージにおいても、配信後に一度起動

41 # する必要がなくなる

42 #

43 # ただし、この機能を有効にすると、すべての端末のマシンアカウントの

44 # パスワードが共通になる点に注意してください。

45 # また、ドメインに参加する端末は、マシンアカウントのパスワードを

46 # 管理する他製品 (PVS など) での利用はできなくなります。

47 ManageMachineAccountPassword = 1

48

49 # マシンアカウントのパスワード

50 # "ManageMachineAccountPassword" が有効な時に設定するマシンアカウントの

51 # パスワードです。

52 # この値は一度設定したあとは変更しないでください。変更すると、端末が

53 # ドメイン環境を利用できなくなります。

54 MachineAccountPassword =

55

56 # FQDN ドメイン名を指定します。

57 # (例) my-domain.local

58 #

59 # ドメインに参加する端末は、マシンアカウントのパスワードを管理する

60 # 他製品 (PVS など) ではドメイン環境を利用できません。

61 DomainName =

5.2 license セクション

5.2.1 server

CO-CONVライセンスサーバーのホスト名または IPアドレスを設定します。
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5.2.2 port

CO-CONVライセンスサーバーのポート番号を設定します。通常はデフォルト値のままで問題ありません。

5.3 server セクション

5.3.1 DiskDir

ディスクイメージを設置するフォルダーのパスを指定します。

設定を反映するには、CO-Sprayストレージサービスを再起動してください。

5.3.2 ControlServerEndPoint

サーバーがサービスを提供する IPアドレスを 1つ指定します。

未指定の場合は、すべての IPアドレスでサービスを提供します。複数の IPアドレスがあるサーバーにおいて、そ

のうちの特定の IPアドレスを指定すると、指定された IPアドレスでのみサービスを提供します。

5.3.3 ControlServerPort

サーバーがサービスを提供するポート番号を指定します。デフォルト値は 18548です。

設定を反映するには、CO-Sprayストレージサービスを再起動してください。

また、端末側においてもポート番号の設定を変更する必要があります。変更する手順は次のいずれかの方法となり

ます。

初期デプロイを実施する場合

CO-Spray デプロイ イメージ作成ツールにおいて、[利用ポート] を同じ値に変更して、初期デプロイ用モ
ジュールを作成します。作成した初期デプロイ用モジュールを利用して、各端末に対して初期デプロイを実

施します。

デプロイ済みの環境で変更する場合

各端末の D:\Program Files\CO-CONV\CO-Spray\spray.iniの ControlServerPortを変更

します。

5.3.4 DeployForceEnterHostName

初期デプロイ時のホスト名の自動設定機能を有効にするかどうかを指定します。
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1 無効にする。

0 有効にする。

有効なときには、初期デプロイ時にホスト名を自動的に解決できるときには、ホスト名の入力が不要になります。

解決方法は DeployUseUuidで指定します。

デフォルト値は 0です。

5.3.5 DeployUseUuid

初期デプロイ時のホスト名の解決に端末 UUIDを利用するかどうかを指定します。

1 端末 UUID (固有 ID)を利用します。

0 MACアドレスを利用します。

端末 UUIDとMACアドレスの値は端末のプロパティーのデプロイタブから確認できます。

デフォルト値は 0です。USBの有線 LANアダプターを利用して初期デプロイするときには 1に設定することを

お勧めします。

メモ: DeployUseUuidは CO-Spray 5.0.3.0以降で利用できます。それ以前のバージョンでは常にMACアドレ

スを利用してホスト名を解決します。

5.3.6 ManageMachineAccountPassword

マシンアカウントのパスワードを CO-Sprayで管理する機能を利用するかどうかを指定します。

1 有効にする (利用する)。

0 無効にする (利用しない)。

有効に設定すると、Active Directory のマシンアカウントのパスワードを CO-Spray で管理するようになります。

その場合、次のような利点があります。

• Active Directoryに参加したままのディスクイメージを配信できる

• Active Directoryに参加したイメージにおいても、配信後に一度起動する必要がなくなる

ただし、この機能を有効にすると、すべての端末のマシンアカウントのパスワードが共通になる点に注意してく

ださい。また、CO-Sprayにおいてドメインに参加する端末は、マシンアカウントのパスワードを管理する他製品

(PVSなど)ではドメイン環境を利用できません。
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この機能を利用するディスクにおいては、ディスクのプロパティーにおいて CO-Spray 1互換のドメイン参加機能

を [利用しない]に設定してください。

5.3.7 MachineAccountPassword

マシンアカウントのパスワードを指定します。ManageMachineAccountPasswordが有効な時に利用します。

この値は一度設定したあとは変更しないでください。変更すると、端末がドメイン環境を利用できなくなります。

5.3.8 DomainName

端末が所属するドメインを FQDNドメイン名で指定します。

(例) my-domain.local

CO-Sprayにおいてドメインに参加する端末は、マシンアカウントのパスワードを管理する他製品 (PVSなど)では

ドメイン環境を利用できません。

5.3. server セクション 55





57

第 6章

CO-Spray クライアント

CO-Spray の デ ィ ス ク イ メ ー ジ で 起 動 中 の 端 末 側 で CO-Spray ク ラ イ ア ン ト (D:\Program

Files\CO-CONV\CO-Spray\CO-Spray.exe)を実行すると、CO-Sprayクライアントが起動します。
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6.1 新バージョンの作成準備をする

[新バージョンの作成準備をする]ボタンを押すと、次の条件をすべて満たすときには端末は雛形機となります。

• CO-Sprayサーバーと通信できること

58 第 6 章 CO-Spray クライアント



CO-Spray 5.0 ユーザーガイド

• 最新バージョンで起動していること

• 起動中のディスクに、他に雛形機となっている端末が存在しないこと

いずれかの条件を満たさない場合は雛形機にはならず、エラーになります。

雛形機となった端末は、それ以降に端末を再起動しても復元されなくなります。

Tips: 雛形機になると、その時点までに書き込みキャッシュ (C:ドライブに書き込まれたデータ)に書き込まれた

データと、更新を終了するまでに書き込んだデータが、新バージョンでの差分データとなります。

つまり、復元機能が有効な端末の場合に雛形機になると、電源起動時点から C:ドライブに対して書きまれた内容

も、新しいバージョンでの差分に含まれます。また、復元機能が無効な端末では、雛形機になるよりも前の時点で

C:ドライブに対して書き込まれた内容も、新しいバージョンでの差分に含まれます。

6.2 新バージョンを作成する

雛形機となっている端末において、[新バージョンを作成する]ボタンを押すと、確認メッセージが表示されます。
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コメントを入力する

チェックすると、新しいバージョンの情報を入力できるようになります。チェックしていないときは、情報

の入力は省略します。

名前

新しいバージョンの名前を入力します。入力した名前はバージョンのプロパティーで参照できます。

説明

新しいバージョンの説明を入力します。入力した名前はバージョンのプロパティーで参照できます。

OK

新しいバージョンの作成を開始します。

キャンセル

新しいバージョンの作成をキャンセルします (端末は雛形機のままです)。
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[OK]ボタンを押すと、それまでに端末に対して書き込んだ内容をもとに、新しいバージョンの差分ディスクを作
成して、サーバーにアップロードします。処理の流れは次の通りです。

1. [OK]ボタンを押すと、管理 OSで起動するように設定して、自動的に再起動します。

2. 管理 OS で起動して、新しいバージョンのディスクイメージを準備します。必要に応じて、古いディスク

イメージをマージします。

3. 新しいバージョンのディスクイメージで起動します。新バージョン利用開始時が利用開始前に一度起動す

るに設定されているときには、一度起動した後、自動的に再起動します。

4. 新しいバージョンで起動すると、新しく作成したバージョンの差分イメージをサーバーに転送します。転送

が完了すると、アップロードが完了しましたというメッセージが画面に表示されます。

6.3 中断する

雛形機となっている端末において、[中断する]ボタンを押すと、雛形機ではなくなり、通常の端末に戻ります。復
元機能が有効な端末では、それ以後に再起動すると、端末は復元されるようになります。

6.4 変更

起動するディスクを変更します。

ディスク

(HDD起動)または CO-Sprayのディスクイメージが列挙されます。

バージョン一覧

ディスクが (HDD起動)のときは、内蔵ディスクが提供する OSやWindows Preinstallation Environment
が列挙されます。ディスクが CO-Sprayのディスクイメージのときは、内蔵ディスク内に存在するすべて

のバージョンや書き込みキャッシュの情報が列挙されます。

端末固有のセットアップをやり直す

バージョン一覧でバージョン番号が選択されたときに、左下に表示されるチェックボックスです。チェッ

クすると、端末固有のセットアップをやり直します。

OK

次回起動時に指定したディスクやバージョンで起動するように設定します。成功すると、[再起動]ボタンが
表示されます。これを押すと、すぐに再起動します。

キャンセル

変更するのをやめます。
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要注意: サーバー側で利用開始が強制的に再起動して利用開始するに設定されているときには、起動する
ディスクを変更して再起動したとしても、ただちにサーバーで指定されたバージョンで起動するために再起動

されてしまいます。

62 第 6 章 CO-Spray クライアント



63

第 7章

困ったときには

7.1 ログの回収手順

CO-Sprayでは、次の場所に動作ログを保存しています。不具合が発生したときには、以下の場所からログファイ

ルの情報を回収してください。

サーバー C:\ProgramData\CO-CONV\CO-Spray\log

端末 D:\Program Files\CO-CONV\CO-Spray\logs (内蔵ディスクが D:の場合)

回収したログファイルの合計容量は zipにまとめても大きな容量になることがあります。そのような場合は、当社

アップローダをご利用ください (普段お使いのアップローダをご利用の上でアドレスをお知らせいただく形でも構

いません)。

1. https://support.co-conv.jp/uploads/を開きます。

2. [Browse...] をクリックし、アップロードするファイルを選択します。

3. [Start Upload]をクリックし、アップロードを開始します。100 %になったらアップロード完了です。

4. https://docs.co-conv.jp/contact/の手順に従って、当社に連絡してください。

https://support.co-conv.jp/uploads/
https://docs.co-conv.jp/contact/
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